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武家女人記 カフェーの帰り道

晴れの日の木馬たち

江戸時代、さまざまな身の上を生きる武家の女人た
ちを、山本周五郎賞作家があざやかな筆致で描く、
傑作時代小説集。
馬廻りを務める高梨家の娘・織江は、縁談の話が来
てもおかしくない年齢になっている。あるとき彼女
は、城下のはずれで行われる荒神さまの祭礼に出か
けるのだが、思わぬ事態になり……(「ぬばた
ま」)。
茅乃の夫・保科定八は勘定方の下役頭を務めている
が、このところ顔色が冴えない。ある日彼女は夫か
ら、藩政に関わる一大事を知らされて……(「背中合
わせ」)。

東京・上野の片隅にある、あまり流行（はや）って
いない「カフェー西行」。食堂や喫茶も兼ねた近隣
住民の憩いの場には、客をもてなす個性豊かな女給
がいた。竹久夢二風の化粧で注目を集めるタイ子、
小説修業が上手くいかず焦るセイ、嘘つきだが面倒
見のいい美登里を、大胆な嘘で驚かせる年上の新
米・園子。彼女たちは「西行」で朗らかに働き、そ
れぞれの道を見つけて去って行ったが……。大正か
ら昭和にかけ、女給として働いた“百年前のわたし
たちの物語”。

アフター・ユー

どしゃぶりの日もある。でも、雨はいつかきっとあ
がる。病に倒れた最愛の父を支えるため、倉敷紡績
で働く少女すてら。社長の大原孫三郎の知遇を得、
贈られた雑誌〈白樺〉でゴッホの絵を見て心打た
れ、「ゴッホが絵を描いたように小説を書く」と、
自身の道を定める。あることをきっかけに岡山を去
ることになったすてらは、東京へと向かうが……。
著者がかつてない熱量で「小説」と「アート」への
愛を込めた最新長篇！

タクシー運転手の青吾が仕事を終えて家に帰ると、
帰宅しているはずの恋人・多実がいない。翌日以降
も戻る気配がなく焦りを募らせる青吾のもとに、＜
多実が見知らぬ男性と五島列島の遠鹿島で海難事故
に遭い、行方不明になった＞というしらせが届く。
謎の多い事故の真実を求めて、男の妻だという沙都
子と遠鹿島へ向かう青吾。
多実の人生のかけらを拾い集める旅は、青吾自身の
過去をも照らしながら、思いも寄らぬ場所へとふた
りを導く――。

豊臣家の包丁人 慈雨

豊臣家の天下統一の陰に、知られざる包丁人(料理
人)の姿があった──。その男は京出身の大角与左衛
門。味方の兵たちを食でまとめあげ、敵方の調略に
も一役買っていたという。

秀吉・秀長の豊臣兄弟に仕えた包丁人が作る、
人と人との心をつなぐ料理とは？
戦国時代の「食」に光を当てた、前代未聞の天下取
り物語！

16年前の幼女殺害と酷似した事件が発生。かつて刑
事として捜査にあたった神場は、退職した身で現在
の事件を追い始める。消せない罪悪感を抱えながら
──。元警察官の魂の彷徨を描く傑作ミステリー。
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